




 

現代の日本の農業は担い手不足や、働き方の問題などがあげられます。今回のデンマーク研

修で日本とどこが違うのか比較しアイデアを考えてみました。 

1. 土地の有効活用 

2. 畜産業のイメージ 

3. アニマルウェルフェアに基づいた畜産 

4. 女性の活躍できる働き方 

この四つの比較から日本の畜産を活性化させるには？ 

⚫ お肉重視の畜産から家畜ファーストを目指し、空いてい

る土地を放牧地にしたり飼料の自給率を高めるために有

効活用し女性が活躍できる場所を作ります。また畜産業

に興味を持ってもらうために農業に関するイベントを増やし

農業高校をもっとアピールすることです。 

 

 

 

これからの日本の畜産 

日本の畜産はまだまだ活性化できる力があります。 

そのためにも海外からの知識をうまく活躍できるように海外か

ら農業の指導者を招き一緒に意見を出し合いお互いの国の畜産

業が活性化できればいいなと思います。そして男女で協力し日

本の畜産業が発展してほしいです。私も畜産業に貢献できる人

工授精師＋農業科教師になって畜産業を盛り上げたいです！ 

 















 

 

 

 

 

≪DENの農業≫ 

・スマート機器導入（飼料の機械、温度管理など） 

→重労働という負担の軽減から誰もが畜産を職業の選択肢に選べる！ 

・アニマルウェルフェア 

→飼育方法をより本能に近い飼い方に近づけることで、ストレス軽減、 

良質な肉や生乳生産へとつながる 

 

デンマークでは、より多くの女性が畜産業に携わっていました！日本人の中には畜産業は重労働で

女性ではなく男性が適する職業という先入観が先行している人は少なくありません。しかし、DEN

では性別関係なくそれぞれが持つ能力や技術を重視！ 

 

≪女性は畜産業に向いている≫ 

・出産を経験した女性は、動物の分娩時に即座にサポートできる 

・子供を育てることと動物を育てる共通部分がある 

・細かなことや小さな変化にもすぐ気づくことができる 

・マルチタスク 

・手先が器用 

 

≪DEN 研修に参加して≫ 

私の理想とする畜産は、家畜と生産者双方が利益を得ることができる経営です。 

それは、家畜にとって守られる尊厳だけではなく、快適な環境を作ることで結果的に上質な肉生産

へとつながり、また乳牛の生乳の増産にも繋がるため、「福祉」と「経営」は別のものとは考えず、

生産性に関係するものと意識していくことが必要だと考えました。また、デンマークの農業のよう

にスマート機器を導入することで重労働の先入観を断ち、女性を始め、次世代の若者たちに畜産を

職業の選択肢に選んでもらえると思います！ 

これらの女性

が持つ能力は

畜産業で十分

に発揮でき活

かせる！！ 











畜産業に従事しないと
考えられる理由

○重労働
○汚い
○と殺や出荷の時に
耐えられない（喪失感）

○儲からない

要因として
○ 職業の多様化
○ 価値基準の多角化（飼料価格の高騰）
○ 先代からの刷り込み
（農業は儲からない，親や祖父母の希望など）

儲かる畜産業を若い世代・年齢の
ころから教育することが非常に重要！

畜産業の補助金をあることすら知らない。
（こういったことを若いうちから教える必要がある）
※国だけでなく，各自治体でも補助制度がある場合もある
→ただの生産だけでなく，1人1人が経営観点を持つこと。

そのためにできること（アイデア提案）

・農業高校生（畜産従事者）の出前授業
・ふれあい動物園に実施
・ビジネスコンテストへの参加

まず実施・行動してみないと

何もわからないし，何も得れない。
若いころから挑戦する能力を養う必要性がある





 

家畜にだって、ココロがある。 

どんなことだって、やればできる。 

●イベント・体験活動→畜産に触れる機会 

●個人の意思や目標を尊重→支援制度が整う 

子どもや若者に畜産への興味を 

早くから自立心を 

畜産の担い手 

●男女関係なく個性とスキルを活かし働く 

●仕事や家庭内での男女の協働 

●充実した支援制度が支える 

“Farming makes women smart and men strong.” 

女性の活躍 

●広いスペース＋本能尊重→自然体でのびのび 

●厳しい規則で高水準に 

家畜の生産性向上＝元気で長生き 

家畜の幸せ＝巡り巡って自分たちの幸せ 

Animal Welfare(家畜福祉) 

●機械化→重労働↓ 女性も働きやすく 

●有機×Animal Welfare→上質・付加価値・安全 

生産過程の“story”を届ける 

世界を相手に独自性を持って 

ビジネス 

人・家畜・環境の特質を最大限に…→効率よく高品質、循環型農業 

個性と行動力、それを支える充実した支援制度 

 

限られた土地でも質とこだわりの追求を！ 

畜産への理解を広め、広い視野で躍進を！ 
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ストレス軽減 
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環境・サポート体制 

I can do 

anything! 
Be free! 








